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賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

島
根
県
知
事
が
再
稼
働
に
同
意
し
た

島
根
原
発
は
陸
路
で
は
避
難
ル
ー
ト
が

限
ら
れ
避
難
計
画
の
周
知
も
十
分
で
な

く
不
安
の
声
が
根
強
い
。
東
電
福
島
原

発
事
故
の
上
告
審
判
決
で
、
津
波
対
策

が
取
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
事
故
が
発

生
し
た
可
能
性
が
相
当
あ
る
と
し
、
国

の
責
任
は
な
い
と
す
る
判
断
が
示
さ
れ

た
。
想
定
外
を
許
容
し
過
酷
事
故
に
至

っ
た
本
質
に
向
き
合
わ
な
い
極
め
て
残

念
な
判
決
だ
。
国
策
と
し
て
進
め
た
国

の
責
任
は
明
白
で
、
全
て
の
原
発
を
廃

炉
に
し
、
脱
原
発
に
舵
を
切
る
こ
と
が

原
発
事
故
の
責
任
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。

福
島
原
発
事
故
を
踏
ま
え
、
汚

染

水

海

洋

放

出

や

島
根
原
発
再
稼
働
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書

非
核
三
原
則
の
堅
持
を

求

め

る

意

見

書

元参議院議員による新幹線グリーン
券の詐取事件の全容解明と、議員特
権の抜本的見直しを求める意見書

新幹線グリーン券を騙し取ったなどの疑いで元参議院議員、元立憲民主
党県連常任顧問の山下八洲夫被告が起訴された。よって国会に対し、全
容解明と同時に再発防止策を講じること、無料パスなど国会議員特権に
ついて抜本的な制度改正を検討することを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

部活動の地域移行に必要な財源等に
ついて、国の積極的な対応を求める
意見書

「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言～少子化の中、将来にわ
たり我が国の子供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会
の確保に向けて～」にまとめられた課題の解決に必要な予算を国が措置
し、地域の協力が進むよう積極的な取組を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

福島原発事故を踏まえ、汚染水海洋
放出や島根原発再稼働の中止を求め
る意見書

中国電力島根原発 2号機は、事故を起こした東京電力福島第一原発と同
じ沸騰水型軽水炉である。福島原発事故を踏まえ、各地の原発再稼働は
中止し廃炉にすること、福島原発汚染水海洋放出の方針を撤回し、関係
者の理解を得られない準備工事は中止することを求める。

× × × × × ○ △ 議 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

マスク着用が困難な子どもや障がい
者が健全な社会生活を送ることがで
きるよう最大限配慮することを求め
る意見書

マスク着用が困難な子どもや障がい者が、日々の社会生活において、周
囲からわがままと誤解され、厳しい視線を向けられることがある。政府
は、現状について国民に周知を図り、皆が思いやりを持って社会生活を
送ることができるよう対策を講ずることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

都立武蔵野公園内の防災電気設備工
事を含む公園内の整備や維持管理に
ついては、市民との意見交換や調整
に努めることを求める意見書

野川や国分寺崖線、「くじら山はらっぱ」は、東京都内でも連続するみ
どりの要所で、これまでも市民団体と東京都の協議によって今の風景が
守られてきた貴重な場所である。公園内の整備や維持管理は、市民協働
の理念に基づき市民との協議を重視することを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

環境教育の推進及びカーボンニュー
トラル達成に向けた学校施設のZEB
化の更なる推進を求める意見書

これまで、教育環境の向上とともに、学校施設を教材とした「環境を考
慮した学校事業」が行われてきた。カーボンニュートラルの達成等を目
指し、更にZEB化の新たな技術の開発や周知を行うとともに、学校施設
整備に対する事業予算額を増額するよう求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小池都知事に対して、高校生までの
医療費完全無料化の実施を求める意
見書

小･中学生及び高校生までの医療費助成について、東京都として、所得
制限を撤廃し無料となるよう市町村への財政支援を検討すること、高校
生までの医療費助成について、市町村への負担分の助成が 3 年間であ
り、その後の財政支援を検討することを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

消費税 5 %への減税を求める意見書

大増税にも等しい負担をもたらす急激な物価高が暮らしと事業を襲っ
ている。食品やエネルギーなど生活必需品の値上げが目立つ。しかし、
現在の政府の緊急経済対策は、危機の深刻化に対応できる規模と内容と
は言えない。よって、消費税 5 %への減税を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

非核三原則の堅持を求める意見書

プーチン大統領は核兵器使用を示唆し、世界の緊張が高まっている。国
内では、アメリカの核兵器を共有することについての議論が出ている。
日本が果たすべき役割は、核兵器のない世界を目指してリーダーシップ
を取ることであり、非核三原則は堅持することを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ ○ ○ ○ 原案可決

GDP比で 2 %以上とする規模ありき
の防衛予算方針の見直しを求める意
見書

政府は防衛費をNATO加盟国にならい国内総生産（GDP）比 2 %にする
と閣議決定した。 1 %弱の現在 5 兆 4 千億円から更に 5 兆円以上必要
だが財源の見通しはない。貧困と格差が広がる中、防衛力整備の歯止め
を失う予算ありきの防衛費は認められない。

× × × × × ○ △ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 原案可決

物価高騰に対応した更なる予算措置
を求める決議

電気、ガス、生鮮食品、小麦等の高騰が続いている。市は 2億1,883万
5 千円の予算措置を行ったが、これは全て地方創生臨時交付金である。
国、東京都のみならず、市単独での財源を活用し、市民生活をしっかり
把握して積極的予算を早急に組むことを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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岸
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田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

核
兵
器
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
通
常

兵
器
す
ら
、
全
て
な
く
な
る
こ
と
を
強

く
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
世
界

は
理
想
的
な
も
の
で
は
な
い
。
特
に
日

本
周
辺
諸
国
の
現
状
の
危
険
性
は
真
剣

に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
見
て
分
か
る
よ
う

に
武
力
の
均
衡
が
崩
れ
る
と
戦
争
が
発

生
す
る
。既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、思

考
停
止
せ
ず
、
日
本
国
民
、
小
金
井
市

民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
で
行
動

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現
状
を
変
え

な
い
形
で
米
国
と
の
「
核
共
有
宣
言
」

の
み
す
る
こ
と
で
可
能
性
が
高
ま
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
自
民
党
・
信
頼
）

政
府
の
動
き
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
国
内
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
核

共
有
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
こ
と
す
ら

反
対
す
る
声
が
あ
る
。
本
件
に
つ
い
て

は
、
私
は
中
国
の
軍
事
力
拡
大
や
北
朝

全
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

【
６
月
３
日
・
６
月
６
日
】

【
８
月
１
日
・
８
月
２
日
】

▼�　
新
た
な
保
育
業
務
の
総
合
的
な

見
直
し
方
針
に
つ
い
て

【
６
月
21
日
】

▼�　
多
摩
部
19
都
市
計
画

住
宅
市

街
地
の
開
発
整
備
の
方
針
の
変
更

に
つ
い
て

【
７
月
８
日
】

▼�　
不
適
切
な
取
扱
い
に
よ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
廃

棄
に
つ
い
て

（
仮
称
）市
民
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す

議
会
改
革
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
小
金
井
市
議
会
の
あ
り
方
（
定

数
・
報
酬
等
）
に
つ
い
て
の
調
査
・

協
議
を
実
施
す
る
」
を
協
議
し
て
い

ま
す
。

こ
の
間
実
施
し
た
議
員
の
実
態
調

査
の
報
告
や
市
民
意
向
調
査
の
説
明

等
を
行
う
た
め
、「（
仮
称
）
市
民
と

の
懇
談
会
」
を
９
月
24
日
（
土
）、

午
後
７
時
か
ら
午
後
８
時
30
分
ま
で
、

萌
え
木
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
、
後
日
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

【
６
月
21
日
】

▼
１　

�

各
部
会
の
状
況
報
告
に
つ
い

て

▼
２　

�

議
会
改
革
の
調
査
事
項
に
つ

い
て

鮮
の
存
在
を
考
慮
す
れ
ば
、
議
論
自
体

を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
議
論
を
尽

く
す
べ
き
と
考
え
る
。
私
た
ち
の
生

命
・
財
産
、
そ
し
て
そ
の
先
の
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
は
責
任
を
持
ち
、
現
実
に
目
を

向
け
、
日
本
の
安
全
保
障
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

日
本
の
安
全
保
障
戦
略
の
骨
格
で
あ

り
世
界
に
誇
れ
る
、
核
兵
器
を
「
持
た

ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」
と
し

た
非
核
三
原
則
は
、
昭
和
46
年
に
沖
縄

復
帰
に
向
け
て
の
国
会
決
議
と
し
て
当

時
野
党
で
あ
っ
た
公
明
党
が
初
め
て
提

唱
し
、
自
民
党
と
の
折
衝
を
重
ね
実
現

し
た
も
の
で
あ
る
。
公
明
党
は
こ
れ
か

ら
も
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
に
向
け

た
環
境
整
備
を
行
い
、
今
は
対
話
も
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
核
保
有
国
と
非
保

有
国
の
「
橋
渡
し
役
」
を
担
う
日
本
政

府
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
核
な
き
世
界

を
目
指
し
て
行
く
。

市
議
会
の
活
動
が
市
民
の
方
々
に

ど
の
よ
う
に
伝
わ
り
、
市
民
生
活
の

お
役
に
立
て
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
伺
い
、
今
後
の
改
善
の

検
討
材
料
と
す
る
た
め
、
９
月
に
市

民
意
向
調
査
（
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
）

を
行
い
ま
す
。

無
作
為
抽
出
し
た
18
歳
以
上
の
２

千
人
の
市
民
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
意
向
調
査
を

�

実
施
し
ま
す

議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
っ
た
り
、

年
賀
状
な
ど
の
挨
拶
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）
を
出

す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
議
員
に
対
し
、
寄
附
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
の
皆
様
方
と
の
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
い
く
た
め
、
実
費
負
担

が
必
要
と
さ
れ
る
行
事
・
催
し
を
ご
案
内
い
た
だ
く
際
に
は
、
会
費
を
明
示
し

て
ご
通
知
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為
禁
止
に
つ
い
て
の
お
願
い

市 議 会 だ よ り― 7 ― 令和 4年（2022年）8月16日発行（279号）


